中　映　協　だ　よ　り

明けましておめでとうございます！

2013年の中部映像関連事業社協会（中映協）新年会は、1月16日（水）正午より名古屋市中区のローズコートホテルで催されました。

40を超える会員社などから90人近くが参加し、盛大に行われました。

オープニングで、会場には大きな和太鼓の音が鳴り響きました。愛知県東海市のふるさと大使もつとめる邦楽家、木佐貫あつひさ氏による「大太鼓solo」の演奏です。

新年にふさわしい威勢のよさに会場の雰囲気も引っ張られ、あいさつに立った中映協の鶴見俊成理事長からは「今年は景気回復が期待できる。私たちがアクションを起こす。映像業界はデジタル化の中で、ファイル化や４Ｋ、８Ｋ、新しいカメラなど新技術が次々と生まれているが、映像コンテンツは創意工夫によって人を感動させるようなものづくりができる」と力強い抱負が述べられました。

次に、来賓を代表して全国地域映像団体協議会の信井文夫名誉会長から「昨年は多くの新年会で『不景気』という言葉が聞かれたが、今年はひとりも『不景気』と言わない。メディアの変革は進むが、どんなに技術が進歩しても最後は人間力や感性が重要。次代に備えてコンテンツがさらに元気になるようがんばってください」と温かい励ましの言葉をいただきました。

ご臨席の来賓が紹介された後、名古屋学芸大学の西宮正明教授の発声により参加者全員が今年の飛躍を誓って乾杯をしました。
歓談に移ると、木佐貫さんが今度は「担ぎ桶」と呼ばれる肩にかける形の和太鼓を持って再び登壇しました。参加者の手拍子と太鼓の掛け合いなどもあり、会場は大いに盛り上がりました。
つづいて愛知県広告協会の祖父江治朗事務局長からもご挨拶をいただきました。
去年、新しく会員になられた、ネイムレスメディアプロダクションズのギルモア真裕氏から「イギリス人、アメリカ人フランス人など7人の外国人従業員でおもに海外向けの映像を制作しています。中国語、英語、フランス語に対応しているので必要なときには声をかけてください」と業務内容の紹介がありました。
今年も賛助会員社各社に出席いただきました。社名を紹介させていただきます（五十音順）。

ＳＦＩリーシング
ソニービジネスソリューション

パナソニックＳＳジャパン

朋栄

報映産業
会員各社が今年もお世話になります。よろしくおねがいいたします。
新年会の締めくくりは、恒例の福引大会です。

各社から提供された商品が抽選のうえ、次々と笑顔の当選者に渡されていきました。

最後は林　明副理事長による恒例の〝一本締め〟でお開きとなりました。

景品をご提供くださった出席各社の皆様、誠にありがとうございました。今年も中映協の活動にご協力いただけますようよろしくお願いいたします。

